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　旦的　各種食物繊維（セルロース、ペクチン、寒天、キチン、キトサン、アルギン酸、

カラギーナン）を5％含む半合成飼料を実験動物ラットに3 1日間自由摂取させ、食餌中

の微量元素・亜鉛の利用性に対する食物繊維摂取の影響を調べ、昨年の本大会で報告した。
食物繊維を同時摂取したとき、食餌性亜鉛の利用性は、大きくは阻害されないことがわか

った。飼料中の食物繊維含量が5％より高くなったとき、食餌性亜鉛の利用性がどのよう

に変動するか、寒天の場合について調べたので報告する。

　方法　寒天がＯ、５、１０、あるいは1 5％含まれる半合成飼料をラット（ウィスター

系、オス、３週令）に3 1日間自由摂取させた。飼料中の主な亜鉛源は、酢酸亜鉛とし、

濃度は8ppm前後になるように飼料調製した。飲水は、亜鉛がほとんど含まれない蒸留・
脱イオン水を用いた。動物飼育期間中、排泄糞を回収し、乾燥後亜鉛含量を分析し、糞中

への亜鉛排泄量を求め、食餌性亜鉛のみかけの吸収率を計算した。飼育試験終了後、ラッ

トより採血し、また、ラット屠体より脛骨、肝臓、腎臓等を取り出し、それぞれについて

亜鉛濃度を定量し、動物体内の亜鉛充足状況を調べた。

　結果　1)ラットの体重増加量は、寒天Ｏ％群（対照）1 67、5％群1 6 1、１０％群
　-ﾄﾞ
収率は、対照群84、5％群86、１０％群84、1 5％群72％であった。3)ラット脛
骨中の亜鉛濃度は、対照群57、5％群78、1 0％群72、1 5％群8印g/g脛骨であ

った。
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【目的】我々はこれまで､妊娠ラットに分離大豆タンパク質(SPI)10％食を投与した場合、
妊娠末期に摂食量が低下し､分娩が困難で子の死亡数が多く、このような傾向は制限アミノ

酸のMet添加の場合でも改善できなかった。本研究では妊娠期における亜鉛の重要性に着目
し、子の発育および妊娠母体に及ぼすSPI栄養と亜鉛添加の影響について検討した。

　【方法】12週齢listar系ラットを無作為に5群に分け､SPI10％食(S)､SPI食に亜鉛添加(SZ、
S2Z)､SPI組成アミノ酸混合亜鉛添加食(SA)､対照群として精製全卵タンパク質組成アミノ
酸混合亜鉛添加食(WA)を妊娠全期間と授乳期3日目まで自由摂取させ､出産状況、子の3日目
までの生存数を観察した。

　【結果】S群の飼料摂取量は妊娠n日目以降fA群に比べ著しく減少し､体重は18日目以降減

少したが、亜鉛添加群の摂食量の減少は比較的緩やかで、末期の体重減少は起こらなかった。
分娩について､S群でのみ分娩できず死亡する例がみられた。子の生存率は、sz群で亜鉛添加

効果がみられ､さらにS2Z群でSA群に近い値となった。一方、亜鉛欠乏の指標として測定した

妊娠20日目の血清中アルカリホスファターゼ活性は､S群に比べsz、S2Z群が有意に高値を示
し､特にS2Z群はTA群に近い値だった。本研究結果より､母体および子の発育において､SPIへ
の亜鉛添加効果がみられたことから、妊娠期のSPI食において基本量のミネラル混合(Harp-

er塩)に含まれる亜鉛量では不十分であると考えられた。SPI食への亜鉛添加群において､2
倍量の亜鉛含有で効果がより大きいという傾向がみられたことから､十分量の亜鉛が含ま

れていれば､妊娠期におけるSPI食の改善ができると考えられる。

168


